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大人になるのが楽しみになった
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今
年
度
の
い
き
は
た
ト
ー
ク
は
、
昨
年
度
の
先
輩
の
人

生
を
紙
芝
居
で
紹
介
す
る
形
式
か
ら
大
き
く
形
を
変
え
、

哲
学
対
話
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
た
。
こ
の
き
っ
か
け
は
先
生
か
ら
の
「
子
ど
も
た
ち

が
受
け
身
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
を
共
有
し
た
り
、
他

の
人
の
考
え
を
聴
く
場
に
し
た
い
」
と
い
う
声
で
あ
っ

た
。
正
解
の
な
い
問
い
に
つ
い
て
語
り
合
う
哲
学
対
話
は

生
徒
の
主
体
性
を
よ
り
引
き
出
す
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。

　
哲
学
対
話
は
、
日
常
の
気
づ
き
や
素
朴
な
疑
問
を
起
点

に
、
参
加
者
が
対
等
な
立
場
で
じ
っ
く
り
考
え
を
交
わ
し

て
い
く
対
話
方
法
で
あ
り
、
結
論
を
出
す
こ
と
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
考
え
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
視
野
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
対
話
を
行
う
に

あ
た
っ
て
は
、「
①
何
を
言
っ
て
も
よ
い
②
他
者
の
意
見

を
否
定
し
な
い
③
発
言
せ
ず
に
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
よ

い
④
互
い
に
問
い
か
け
る
よ
う
に
す
る
⑤
知
識
で
は
な
く

自
分
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
話
す
⑥
話
が
ま
と
ま
ら
な
く

て
も
よ
い
⑦
途
中
で
意
見
が
変
わ
っ
て
も
よ
い
⑧
分
か
ら

な
く
な
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
共
有
し
た
。

　
事
前
に
九
名
の
先
輩
は
、
自
分
が
語
り
た
い
問
い
（
テ

ー
マ
）
を
生
徒
に
投
げ
か
け
、
生
徒
達
は
関
心
の
あ
る
問

い
に
考
え
を
持
ち
寄
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
夢
を
持
つ

っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」「
大
人
に
な
る
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
？
」「
お
金
持
ち
は
幸
せ
な
の
か
？
」
な
ど
の
問
い

が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
生
徒
か
ら
は
、「
先
輩
た
ち
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
持
っ
て
い
て
、
全
く
同
じ
考
え
の

人
が
一
人
も
い
な
く
て
面
白
か
っ
た
」「
正
解
が
な
い
質

問
だ
っ
た
の
で
自
分
で
ど
う
答
え
を
見
つ
け
て
い
く
か
が

大
切
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
日
、
丘
中
学
校
で
「
い

き
は
た
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
た
。
対
象
は
、
進

路
選
択
を
翌
年
に
控
え
た
二
年
生
一
四
四
名
。
親

や
先
生
な
ど
の
「
タ
テ
の
関
係
」、
同
級
生
な
ど

の
「
ヨ
コ
の
関
係
」
で
は
な
い
、「
ナ
ナ
メ
の
関

係
」
で
あ
る
人
生
の
先
輩
（
地
域
の
社
会
人
・
大

学
生
・
高
校
生
）
と
中
学
生
が
一
対
一
で
対
話
を

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
昨
年
度
に
続
き
二
回
目
の
開

催
。
先
輩
方
は
傾
聴
に
つ
い
て
学
び
、
自
身
の
人

生
を
振
り
返
る
等
、
二
時
間
に
わ
た
る
事
前
研
修

を
受
け
て
臨
ん
だ
。
生
徒
に
と
っ
て
「
地
域
に
も

自
分
の
話
を
真
剣
に
聴
い
て
く
れ
る
大
人
が
い

る
」「
多
様
な
生
き
方
や
価
値
観
に
触
れ
視
野
や

夢
が
広
が
っ
た
」
と
思
え
る
経
験
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

社
会
人
約
六
十
名
が
授
業
に
参
画

一
対
一
の
対
話
・
い
き
は
た
ト−

ク

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

1対1の対話に加え、哲学対話を行った
ことで、生徒たちが視野を広げ、未来
に希望をもつ姿が見られた。前のめり
な姿勢や、対話を終えた後の清々しい
笑顔をみて通常授業では得られない学
びが多くあったのだと強く感じた。

丘中学校
 二学年総合担当

谷中先生

心が軽くなり、将来が楽しみに思えた。
大変なことがあっても、その先に楽しい
ことがあるとわかった。またこのような
機会を設けてほしい。高校生になったら
次は先輩として参加したい。

生徒の話を聞きながら自分を見つめ直
すきっかけにもなり、想像以上に学ぶ
ことが多かった。生徒の素直な気持ち
にハっとさせられることが多く、大人
にとってもいい時間になると感じた。

生徒の声
一例

ご協力いただ
いた先輩


